
 

平成 18 年 9 月

 荒 川 区
 

都電とバラ（南千住）



［荒川区の主な財政指標（平成１７年度）］  

     

 

○経常収支比率             ７５．９％            

＊経常収 支比率 は、財政の弾力性を表す指標であり、一 般に７０％～   

８０％が適正水準とされています。  

 

 

○公債費比率               ７．７％            

＊公債費比率は、一般に１０％以下が望ましい水準とされています。  

 

 

○区民一人あたりの資産（うち基金）  約１１７万円（約１１万円）       

＊区の所 有する 建物・土地等の資産は、区民一人あ たり では約 １１７   

万円とな ってい ます。このうち、家庭でいえば預金 に相 当する基金は   

約１１万円となっています。  

 

 

○区民一人あたりの負債（うち地方債）  約２５万円（約１７万円）       

＊区の負 債は、 区民一人あたりでは約２５万円とな って います。この   

うち、家庭でいえば借金に相当する地方債は約１７万円となっています。 

 

 

○区民一人あたりの正味資産       約９２万円           

＊ 企 業 で い え ば 資 本 に あ た る 区 の 正 味 資 産 は 、 区 民 一人 あ た り で は  

約９２万円となっています。  
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 ※ 計数については、原則として表示単位未満を四捨五入しており、端数調整

をしていないため、合計等と一致しない場合があります。 




